
【緒言】 
近年では、接着剤やビニルクロスによる化学的加工が施された木材が、住宅の内装材として利

用される事が多い。これらの建材は、工場での大量生産が可能なため安価であり、寸法が安定し

ているというメリットがある。しかし、製造過程において高温で乾燥させるため、木材が本来有

している香りや調湿作用が損なわれるというデメリットがある。さらに、化学的な加工の仕方に

よっては、シックハウス症候群の原因となる物質を放散することも問題である。一方、天然・低

温乾燥の無垢材は、比較的高価であるが、香りや調湿作用が保たれていることが大きな特長であ

ると考えられる。 
日本では古来より無垢材を使用した木造住宅が好まれ、経験的に集中力が増すなどと言われて

いる。香りの良さや調湿作用による快適性が要因の 1 つであると考えられる。しかし、木質居住
空間がヒトに与える効果について、建材による差異を科学的に検証した例はまだ少ない。したが

って、本研究では、日本の主要樹種であるスギに焦点をあて、それぞれ加工方法の異なる木材を

内装に用いた居住空間がヒトに与える効果の検討を目的とする。2 種の居住空間内において、ヒ
トの生理・心理応答を比較することにより、加工方法の違いによる効果の差異を調査した。 
 
【実験方法】 
九州大学箱崎キャンパス内に、スギ

無垢材（津江杉：大分県日田市上津江

産）を内装に用いた建物（A棟）と、
ビニルクロスで覆ったパーティクル

ボードや中密度繊維板を内装に用い

た建物（B棟）を建設した（図 1）。視
覚的な印象が同等になるようにB棟の
内装には木目調の壁紙を用い、各実験

棟の外観や間取りは同様とした。 
健康な女性 14名（年齢 21.0 ± 1.3
歳）を実験参加者とした。実験は

2016年 8月中の 2日間に分けて実
施し、A棟および B棟での実験に
異なる日に参加した。順序効果の

影響を排除するため、実験の順序

は被験者毎にランダムに割り付け、

カウンターバランスをとった。 
実験課題は、まず安静にして過

ごし（4 分間）、次に PC 画面に表
示される 3種類の図形の中から 1種類を選択してボタン押しをする PC課題を行い（2分間 PC課
題および 30秒間休憩×12回）、再び安静にして過ごすものであった（図 2）。実験課題の開始時と
終了時に、唾液アミラーゼ濃度および拡張期血圧、収縮期血圧、脈拍数を測定し、気分プロフィ
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図 1 実験棟（a：A棟、b：B棟、c：間取り図） 
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図 2 実験課題の概要（●：測定実施） 
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ール検査（日本語版 POMS短縮版; 金子書房）により気分状態を評価した。さらに、PC課題の誤
答率を算出した。 
 
【結果および考察】 
スギの無垢材を内装に使用した A 棟
群およびビニルクロスを内装に使用し

た B棟群の PC課題において、誤答率の
1分毎の経時変化を示した（図 3）。試験
群（A棟群・B棟群）と時間（1–24分）
を要因とする反復測定分散分析を実施

した結果、有意な交互作用が認められた。

さらに、PC課題 4分、14分、20分時に
おいて、A 棟群と B 棟群の誤答率に有
意な群間差が認められた（対応のある t
検定）。いずれも、B 棟群と比較して、
A棟群で誤答率が低かった。 
実験課題の前後に測定した血圧、脈拍、

唾液アミラーゼ、POMS の TMD（Total 
Mood Disturbance）得点において、群間
差は認められなかった。一方で、A棟群
において、POMS における混乱尺度で、
実験課題開始時と比較して、実験課題終

了時の値が低い有意傾向が認められた

（図 4）。 
PC課題における 1分時と 24分時の変
化量を算出し、さらに血圧、脈拍、唾液

アミラーゼ、POMSの TMD得点の実験
課題前後の変化量を算出し、それぞれの

相関を評価した（表 1）。PC課題の誤答
率と POMS の変化量に有意な正の相関
が認められた。つまり、心理的なストレ

スが高いほど、誤答率が高い関係が示さ

れた。 
ストレスが認知や判断力に影響を及

ぼすことが報告されているため、スギ無

垢材を内装に使用した A棟では、心理ス
トレスを抑制した結果、誤答率が低い値

を示したと考えられる。 
 
表 1 PC課題における誤答率の変化量と POMS・血圧・脈拍・唾液アミラーゼの変化量の相関係数 
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相関係数（r） P値 相関係数（r） P値 相関係数（r） P値 相関係数（r） P値 相関係数（r） P値

誤答率 0.390 0.040 -0.322 0.095 0.055 0.781 -0.141 0.473 -0.112 0.571
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図 3 PC課題における誤答率の経時変化（*P < 0.05） 

図 4 POMSにおける TMD得点（† P < 0.1） 
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